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委   員   長  皆さんお集まりですか。よければ再開をしたいと思います。11時ちょっと前 

ですけれども、再開をしたいと思います。           （10時58分） 

 それでは民生費、衛生費、農林水産業費について審査を行いますので、御質

問のある議員は挙手をお願いいたします。 

鍵 和 田 委 員                  ページ77ページと79ページです。まず77ページの負担金19ですが、在宅重度 

障害者等の福祉タクシー券ですね…の助成金です。福祉タクシー券は、かなり

の皆さんが便利にされていて使っていると思うんですけれども、これは私、毎

年のように聞いていることなんですけれど、松田は初乗りの金額がタクシー券

１枚ということで使われております。他町…この辺ではちょっとわかりません

けれども、やはり病院に行くとかですね、検査に行くというときになかなか自

分では運転ができない。家族の方に付き添ってもらわなければ行かれないとい

うときに、このタクシー券利用されてるようですけれども、ガソリン代とタク

シー券ということで、一緒にできないのかという話をしたんですけれど、これ

はこれで別だよということでいつも回答が返ってきます。タクシー券の初乗り

ですと、かなり遠くまでですね、行かれる方は、結局初乗りであっても最後に

は負担が大きすぎるという方の意見がちょっと聞こえてきます。そこでタクシ

ー券の利用をですね、１枚だけではなく何枚かでできないものかと。そういう

策は今までされてきたかということをちょっとお聞きします。 

 それとあと79ページ。ファミリーサポートの事業でございます。79ページと

81ページにわたりますが、子育て支援センターとファミリーサポートなんです

けれども、利用客が結構多くおります。今のファミリーサポートセンターでは

…ファミサポ支援センターでは、この間ちょこっとですね、行きましたら、伊

勢原から越してきたという方がおりまして、松田でお知り合いがいたんですか、

こちらのほうに御実家あるんですかと言ったところが、いや、いろいろ調べた

ら、子供の助成とか学校の助成がすごく整っていて、子供を育てるにはすごく

環境がいいということで、横浜に…横浜のほうに御主人が勤められているとい

うことだったんですけど、御自分はこちらのほうに越してきて、そこからちょ

っと通勤は遠くなっちゃうんだけども、こっちで育てたらとてもいい環境だか

らということでこちらに越されてきたようです。ほかの方も何人かそういう方
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をよくお聞きします。本当に手厚い松田町の子育てというのが、かなりだんだ

んだんだん広がっているようで、とてもうれしく思っております。 

 その中でですね、ちょっと私、以前にサポートセンターに行ったときに、今

の…現在の本山町長ではなくて前者の町長だったと思うんですけれども、災害

に備えて支援センターのほうにお母様方とか、あと働いてる方の防災ヘルメッ

トを置いたら…置いてほしいという要望があったそうなんですね。それをすぐ

にというわけにはいかないので、今後考えていきましょうというお話だったら

しいんですけれども、ヘルメットがですね、そのまま何か話が消えてしまった

ようで、何か防災あったときに子供さん連れて逃げるにはちょっと大変なこと

があるよということで、こういうものの助成とかが出ていないものか。 

 あと改修でですね、どこまで委託料の中で、どこまでを委託を受けるのか。

トイレの改修とか町でやられた…もう何年か前にやられてると思うんですが、

その中で委託費としてどの程度までが委託でやっていただいているものなのか。

またどの程度が松田町で、委託よりも別に助成をしてやっていただけるような

ものなのかという、そういう線引きがございましたらちょっと教えていただき

たい。２点です。 

委   員   長  ３点、改修費…。 

鍵 和 田 委 員                  改修…トイレとヘルメットと、あとこっちはタクシー券ですね。 

福 祉 課 係 長                  私のほうから、今御質問がございました福祉タクシー券の関係について御説 

明させていただきたいと思います。福祉タクシー券につきましては、いわゆる

身体障害者２級・１級の方を対象にですね、今お話ございましたとおり、タク

シーの初乗り運賃分のタクシー券をですね、原則月２枚ずつ支給をしてござい

ます。ただ人工透析等々の方で、頻繁にやはり病院に行かれる方につきまして

は、やはり何らかの配慮が必要だろうということでですね、平成21年度からで

すね、人工透析の患者さんにつきましては２枚から４枚に、いわゆる倍にして

ですね、タクシー券を支給してございます。今御質問がありました件につきま

しては、予算上の話になってしまうんですが、実際タクシー券の利用率なんで

すが、大体年…大体ですね、54％から55％ということでですね、残りの部分に

ついては一応未使用ということで、町に請求が上がってこないような状況にな
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ってございます。ただ、この件につきましては、実は身体障害者の町の協会等

からもですね、同じような要望等も上がっておりますので、またちょっと利用

者の意見を機会があればですね、ちょっと聞いてですね、何らかの措置ができ

ないかというのを検討させていただければというふうには思います。福祉タク

シー券については以上でございます。 

子育て健康課係長  御質問がありました支援センターのヘルメットや委託の件で、１点目から御 

説明申し上げます。子育て支援センターにつきましては、来所者がどんどんふ

えて、年間で今5,000人を超えると。日々の換算にいたしますと、大体20人ぐ

らい、毎日来所してるような状況にございます。防災といった面でも当然これ

だけの来所者がありますので、いろいろ検討していかなければならないと考え

てございます。特に現場委託をしているわけでございますが、そちらの法人の

ほうからもいろいろ問題提供なされてます。月１回ミーティングをやってござ

いますが、この中でいろいろ最近今お話が出てきてる中で、ヘルメット設置や

大きい災害ですね。こういった場合にどういった対応をするのか。これをよく

検討したいと思っております。ヘルメットについてはまだ設置はしておりませ

んが、今言った一環の中で検討したいと考えてございます。 

 あともう１点、委託の中身でございます。委託につきましては、あくまでも

業務の委託でございまして、施設管理を含めた委託ではございません。要は施

設は町のほうでしっかりやらさせていただくと。来年の予算でですね、27年度

予算で今回御提案させていただいておりますのが、81ページに耐震改修の診断

をやらせていただきたいということでございます。以前鍵和田議員からは一般

質問で、たしか福祉避難所、こういった御質問を受けた記憶がございます。お

子さん…お子さんが被災した場合に、一つの拠点としてやることができないか

というのを検討したいんですが、当該施設につきましては非常に古い。昭和50

年ぐらいに保健センターとして県のほうでできたというような経緯もございま

す。こういった中で、一つ施設を、まずは施設がしっかりしてないとというと

ころはございますので、ここら辺を来年、新年度予算で診断をして、その必要

性を見きわめたいと考えております。以上です。 

鍵 和 田 委 員                  タクシー券のほうはさらに検討していただいて、金額をふやすとかではなく 
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て、やはり枚数の中で１年間通して、全部は使い切るか使い切らないか、病院

に行くか行かないかの人たちはいると思うんですけれど、やはりその中で１枚

よりも２枚、３枚使えたらいいなという要望される方がおりますので、それは

いろいろ検討していただきたいと思います。 

 子育て支援センターのほうは、ありがとうございます。施設のほうは町でと

いうことで伺いました。ヘルメットのほうは、ぜひ早急にまた考えていただい

て、ヘルメットを置けるような場所、また皆さんにお知らせできるようにして

いただきたいと思います。 

 あと、今、町で施設ということを言われたのでちょっと伺いたいんですが、

今おトイレの改修を多分したと思うんですね。子供さんのおトイレをつくって、

お母さんの…大人用のおトイレは普通の和式から洋式にしたというところがあ

りました。今ですね、お父様も来るんですが、やはりお母さん、おばあちゃん

とか女性の方が多い中で、男の人のおトイレが今２つかな、あるんですよ。ど

うしてもお母さん方が人数が多い場合に、一つでは足りないような状況になっ

ています。これは簡単に言えば利用者が多くて、それだけ利用されている方々

がいるからこそ、また不便になってくるというところもあるんでしょうけれど、

できれば皆さんから言われているのが、おトイレをもう一つふやしてほしいよ

という…女性のね、おトイレをふやしてほしいよと。男の人がいれば、女性の

おトイレの中でも便座を上げればできるような形ですので、またそういうとこ

ろも話し合っていっていただきたいと思いますし、やはりそういうところは皆

さんが利用しやすい子育てセンターということでやっていただきたいと思いま

す。 

 あともう１点が、ファミリーサポートのほうですけれど、今ファミリーサポ

ートは何をやっているのかというのが皆さんがなかなかわからない状態にある

方もいらっしゃいます。ついこの間、ファミリーサポート松田支援者さん募集

というのが、裏表になるんですが、こういった形で今つくってますよと、もう

でき上がるそうなんです。それを自治会とかの掲示板のほうに張らせていただ

いて、サポートセンターこういうことをしてます。１年生、大体生後４カ月ぐ

らいから６年生までのお子さんの送り迎えですとか、あと幼稚園に送って行っ
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てもらいたいとかお子さんを呼びに行ってもらいたいとか、お母さんが夜遅い

とかお父さんが遅い場合にはお家で見てもらいたいとか。お食事の支度を用意

してもらいたいというのがほとんどのサポートさんなんですが、支援者の方た

ちがですね、会員さんはすごくいるんですよ。とにかくやっていただきたいと

いう会員さんはすごくいるんですが、それを支援する方がなかなかいられない

で、今募集しててもなかなか入っていただけないで、ちょっと手薄になってい

るよというところなんですが。やはりファミリーサポートとか支援センターの

中でだけこういうことやってますよというね、ものをお知らせとして出しても

なかなかそれが目に見えてこないというところがありまして、町の広報とかそ

ういうところで何かイベントがあるとか、こういうことをやりますよというと

きには広報に載ると思うんですけれど、そのほかにファミリーサポートとか支

援センターはこういうことをやってます。支援さんを募集してますということ

も連携しながらやっていただくと、さらに松田町の発展にもなると思うし、い

ろんなお母さん方がそこを求めてお子さんを連れてきて、またまた環境によい

なと、子育てができる環境にあるなというところがありますので、ぜひそれを

やっていただきたいと思うのですが、いかがなものでしょうか。 

子育て健康課係長  御意見ありがとうございます。まさにおっしゃるとおりでございまして、支 

援会員…支援する側、依頼する側。このバランスでいくと、支援の方は少のう

ございます。募集とか周知に関してなんですが、ファミリーサポートの事業と

しましても、一番利用頻度が高い、例えば保育園の送り迎えですとか、学童保

育の送り迎え、幼稚園の送り迎え。こういった部分が結構多いというふうに聞

いております。そういった場合にはですね、例えば入園の入学式、入園式。こ

ういったところにお邪魔する、説明会とかですね。そこでの事業ＰＲは常に来

ていただいて、やるように心がけてはございます。そういったところで事業の

ＰＲをした中で、問題点としては支援する側がなかなか少ないと。支援者につ

きましては、単純に「はい」と手を挙げてなっていただくわけではございませ

ん。年に２回ほど機会を設けてございますが、支援会員として登録していただ

くために必要な研修をお受けいただいてございます。最近これが毎回１回やる

ごとにですね、５名なかなか集まらない状況が続いてたんですけども、実は若
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干ことし中身のハードルをですね、少し低めに、あくまで支援してください、

支援してくださいの募集ではなくて、研修からやる際、そこら辺のハードルを

少し低くしました。そうしましたところ、今回10名をちょっと超える、近年で

はない支援会員の応募がございました。ちょっといい傾向が少し出てきてはい

るんですけども、ここら辺をうまく考えながら、バランスがよく事業ができる

ように考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

鍵 和 田 委 員                  ありがとうございました。確かに幼稚園とか小学校とか、そういうところに 

行っていただいて、そこで説明をしていただいてというのもとても重大なこと

でよいことなんですが、支援をする会員さんは、やはり小さいお子さんを持っ

ていたりすると、なかなかまたほかの小さい子供たちの支援をするわけですか

ら時間に余裕がない。朝とか夕方がお家から出れないというところが結構ある

んですね、そうした場合には、それ以上の…我々の世代とかですとね、子供を

育て上げてちょっとした朝とか夜とかの時間のあるね。昼間も動けるよという

方々に、やはり支援を求め…支援会員になっていただかなきゃいけないところ

があるので、やはりそういう部分ではなかなか周知ができないというところが

あると思います。ですから、そういうところをまたターゲットにしながら…タ

ーゲットと言っちゃいけないですね。募集の要項に載せながら、やはりそうい

うところで皆さんに集まってもらう。そういった宣伝ができるというところで、

やはり町としても協力しながらお知らせ号とかいろいろなところにまた載せて

いただいて、はばを大きくしていったらいいんではないかなと思います。です

からそういうことをやっていただくように、ぜひお願いいたします。以上です。 

委   員   長  ほかに。 

齋 藤 委 員                  ２点ほどお聞きします。まず１点目はですね、95ページ。じんかい処理費の 

中ですね、リサイクル活動団体とありますよね。どのような団体で今何団体ぐ

らいあるのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 もう一つはですね、103ページ。自然休養村管理費の中の、体験実習館改修

工事。この辺の内容をもう一度お願いしたいと思います。以上２点です。 

環 境 上 下 水 道 課 課 長 補 佐                  リサイクル活動団体につきましては、町内の子ども会、ＰＴＡ等合わせて15  

団体ございます。それでごみの収集等をやっていただいてまして、執行率90％
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ぐらいになってございます。以上です。 

観光経済課係長                  体験実習館の改修工事の内容につきましては、現存してます調理室のところ 

を長年使っておりませんが、そこの部分を再度使える形に改修するということ

で、加工品等の調理ができるような形にしていきたいということと、建設当時、

試食室ということで、入り口入ったところのですね、部屋につきましては、休

憩場所等も含めてハイカー並びに物販業者等々の休憩場所としての利用、並び

にできましたらそこで軽食、例えばカップラーメンの自動販売機等を置いて、

軽い食事ができるような形で改修をしたいということで、それは簡易的な改修

として、床面の改修というようなことで考えてございます。以上でございます。 

齋 藤 委 員                  まず１点目のリサイクル団体、子ども会15団体とありますけど、最近子ども 

会がなくなってきてるってよく耳にするんですけど、子供も少ないですけれど

も自治会の中の組の組織にも入ってこない子供たちもいると思いますし、子供

会が消滅すると、またこの３月いっぱいで終わってしまうというところも聞い

てたりするんですけど、今後そういうものがどんどんなくなってきた場合に、

そのリサイクルといって何とか使えるものを集めてきていただけるような方が

少なくなると思うんですけど、その後のこの辺の対応はどのようなことをお考

えですか。 

 もう一つは体験実習館ですけど、加工品等調理するところを直すということ

ですけど、それはどこか町内の飲食店とか、寄のそういった団体が使うってこ

とがある程度出てるんですか。こうやりたいんだけどとか。その辺のことがあ

るんでしたらちょっとお聞きしたいんですけど。 

環 境 上 下 水 道 課 課 長 補 佐                  リサイクル活動の団体ですけれども、子ども会だけではなくてですね、町屋 

スポーツ同好会だとか湯の沢自治会、そういった団体もありまして、これから

は自治会等を通じてそういった活動をやっていただきたいというふうに考えて

ございます。 

参事兼観光経済課長                 先ほど、やっと体験実習館を今現在で利用者が、希望者がいるかどうかとい 

うお話でございますけれども、現在のところはまだそれはおりません。ただし

この目的がございまして、町といたしましては特産品開発、松田ブランドをこ

れから開発していこうと。その一助といたしましてはどうしても個人に、じゃ



 39 

あ家でやれよといってもなかなか見つからない。それらの中においては一つの

調理場所を提供するという意味合いの中では、今後今まで平成２年につくられ

ました建物も25年経過しておりまして、使える状況ではあります。そういうこ

とを考える中ではどうしても必要不可欠なものだという意味合いの中で今回改

修に向けて準備を進めていると、そういう状況でございます。 

齋 藤 委 員                  リサイクル団体のなくなっていく中でそういったスポーツ団体、自治会に移 

行していくということで、わかりました。今後ですね、そういった形でやって

いかないと集めてくる人たちがいなくなってくるのかなと思いますので、その

辺自治会といろいろと打ち合わせをして、そういう機関を設けるようにしてっ

たほうがいいのかなと思います。 

 それと体験実習館ですけど、たしか25年度の予算審査のときに当時ですね、

１回出た予算を凍結してたという経過があると思うんですけど、そのとき確か

利用計画をきちんと出してもらいたいということで出てたと思うんですけど、

ハイカー等にも利用するというような多目的な利用だと今おっしゃられてまし

たけど、その先行投資をしていく形でつくられるということですよね、今お話

聞いていると。そういったその団体が例えばジビエを使って料理していいのか

どうかちょっとわからないんですけども、その辺、そういったものがまだ何も

今ない状態ですよね。先行投資でこの、これ幾ら使うんですか。今お金を。 

参事兼観光経済課長                 今はですね、予算上ではこの中の工事請負費は519万2,000円で２工事を予定 

しています。まだ今これから予算執行の段階ですので、個々の金額について、

今この段階では申し上げられないんですけれども、この範疇の中で改修工事を

進めていくというふうに考えてございます。 

齋 藤 委 員                  何かその目的があって投資するのに500万もですね、あれですけど。例えば 

飲食店がうちもやりたいんだよとか、そういったその入札制度にして募集をか

けるんですか。それとも、町がつくったから、地域の皆さんどうですかって話

は後からもってくんですか。 

参事兼観光経済課長                 今回の予算の範疇ではこれをつくると。まず第一につくると。それにうちで 

考えているのは、先ほど申しましたように特産品開発です。ですから、それが

つくるという形、でき上がった段階では、それは特産開発に使いたいというこ
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とがあれば、その利用頻度にもよりますけれども、例えば飲食店で使おうが、

それも一つでしょう。また地域の方が、町うちの方、町内、松田地区・寄地区

にかかわらず、そこら辺の方々が利用することが一番よろしいかなと。それが

大勢の方が利用して、あそこが大勢の方が今言ったように五百何万、この予算

づけの中で何％か何十％か使うわけですから、多人数の方に利用してもらうこ

とが町としての一番最良の方策ではないかというふうに考えてございます。 

齋 藤 委 員                  何か決まってないで投資しているなというふうに感じるんですよ。町の特産 

品開発でつくってるところが要望してきたらちょっと補助金出すような仕組み

ありますよね。そういったのはすごくあって、こういうのをやりたいんだけど

って話が出てた中で、じゃあ町も特産品に協力していきましょうよという形で

お金を投資していくならわかるんですけど、先につくって、じゃあ今からどう

ですかといって、この前ロウバイなんかでも何か余り商品がないとかって言わ

れてたんですけど、つくる量の問題があるんでそういうのを利用しますよとか、

それで話が出てるなら使ってもらっていいと思うんですけど、そういったのが

今何もない状態なんですよね。そういう要望が出た時点でこう話を、じゃあつ

くりましょうかとかっていう形なら何となくわかるんですけど、今なくて町が

一応全部お膳立てして、さあどうですかって。じゃあなかったらこれどうする

んですか。 

参事兼観光経済課長                  私はないことはないと考えております。と申しますのが、町がこれだけやっ 

て現在も、今年度も26年度も２件の特産品開発という形で話が進んでるんです

けれども、次年度につきましてはそれ相応の予算を計上してございます。議員

御承知のように、うちは河童亭のほうでロウバイの会や何かで惣菜もつくって

おります。また、それ１カ所でありますと、もしも寄の方が使いたいといった

場合には近くにもないという中では、当然今後は需要が出てくるかもしれない

というふうに考えております。 

齋 藤 委 員                  隣のね、あの何でしたっけ、魚の養魚組合さんが何かお寿司みたいのを、サ 

クラマスですね。ああいったもので何か使われるという要望とかね、あるなら

すごくいい活用場所となるのかなとは思うんですけど、養魚組合さんからの要

望はあるんですか。 
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参事兼観光経済課長                 今現在といたしましては、マス寿司や何かにつきましては御承知のように飲 

食店会、松田町の飲食店組合につくっていただいておりまして、養魚組合につ

きましてはサクラマス、おかげさまで大分売れ行きがいいというふうに聞いて

おりまして、新年度はそれ増産したいなというふうな話も聞いております。た

だし加工品につきましては、今のところはそこまでの要望は受けておりません。 

委 員 長                  はい、よろしいですか。ほかに。 

飯 田 委 員                  まず93ページのですね、下の半分、ごみの件でお伺いしたいと思います。今 

ごみはですね、足柄東部清掃組合のほうで、足柄東部美化センターというとこ

ろで処分していると思うんですけど、焼却炉がですね、もうぼちぼち…ぼちぼ

ちというか寿命を迎えてて、いろんな修理をしながらですね、だましだまし使

用しているような状況だというふうな話と、もう一つは、そこで燃やされた灰

をですね、処分するその場所もですね、もうかなりの満タンというか、そうい

う状態に近い状態になってて、これもいろいろ工夫しながらやってるというふ

うな話聞いてるんですけど、今後ですね、どの程度この施設をですね、維持し

ていけるのか。あるいはまた次に足柄上地区資源循環型処理施設整備調整会議

負担金でございますけど、これ多分この東部清掃の後の受け皿的なものだと思

うんですけど、これがですね、何年もこう毎年予算計上されてるんですけど、

どの程度まで話が進んでるのか、わかる範囲で結構ですので教えていただきた

いと思います。 

 それともう一つですね、次は105ページの林業振興費の件でお伺いしたいと

思います。上のほうに負担金補助及び交付金の中で、まきストーブ購入費補助

金というのが出てます、30万。これはどのような効果を狙ってこの予算組まれ

たのか。今、これを使うためには、田舎でしたらまきをそのまま使えるのかも

しれないんです。町場なんかですとペレットといって木材をですね、燃料状態

にしないとちょっと使えないんじゃないかと思うんですね。そういうストーブ

だけ買っても燃料がなきゃいけないわけですね。だからそういうふうな部分で

どういうふうなことを考えてるのかというところをまず一つ。 

 それともう一つはですね、アクションプログラムの中でもいつも出てくるん

ですけれど、森林組合の育成支援という部分があります。それがですね、どの
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ような形でこの予算の中に反映されてるのか、その辺をですね、お伺いしたい

と思うんです。お願いします。 

環境上下水道課長  ちょっと東部の全体の話というのはですね、施設のほうなんですが、実は27 

年度予算等の説明会というか課長の会議がございまして、その中の情報ぐらい

しかないんですが、実は中井美化センターこちらのほうが、26年度でおおむね

終了したということで、東部のほうの全体予算が減ってございます。ちょっと

焼却炉がどういう状況かというところまではわからないんですが、当面大きな

改修費については、一応26年度で一旦とまったと。少なくとも中井美化センタ

ーのほうはとまっておりますので、ちょっと大井のほうが今後28年度以降です

ね、どういう形で出てくるかというのまでは、ちょっとすいません、把握して

ございません。それから灰の処分につきましてはですね、実は26年度に岩倉処

分場のほうの埋め立て量の調査をしたようでございます。まだこちらのほうは

再調査しましたら、少し余裕があるよというようなことをお聞きしております。 

 それから足柄上地区資源循環型処理施設の整備調整会議のほうでございます。

今、委員さんおっしゃられたとおり、非常にその事業内容をお話しすることで、

やはり地元とかそういうところがございますので、ちょっと話せる範囲という

のは限られてきてしまいますけれども、今時点でわかるところでお話しさせて

いただきたいと思います。流れから言いますと、平成25年度、これに広域化事

務局を設置して、ごみ焼却施設建設候補地選定の検討に取り組んでおりました。

平成26年度につきましては、複数の候補地の現地調査及び評価を実施して、評

価の高かった候補地に対して収集運搬、あるいは建設にかかるシミュレーショ

ンを行って、さらに候補地の絞り込みを行っております。またあわせて、ごみ

処理を広域化することによる効果の検証、こういったものを行っているところ

です。今後につきましては、建設候補地の地元への説明、これでこの御理解を

いただくということが当面の大きな課題だと申しておりましたが、その後に広

域焼却施設建設に必要なもろもろの計画の策定、地元の理解という状況にもよ

りますけども、もろもろの計画の策定に取り組んでいくと。現時点で話せる内

容はここまでということで御理解いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 
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観光経済課係長                  まず１点目なんですが、まきストーブ購入費補助金につきまして説明させて 

いただきます。近年ですね、林業に関しまして間伐材の促進利用が注目されて

いる中で、今まで予算計上した経緯がございませんが、例えば間伐材とかそう

いったものを利用、あと木材を破砕したものを円柱状に固めたペレットを利用

することによって二酸化炭素の発生を抑制する働きもあり、家庭における地球

温暖化防止の取り組みを推進する意味を込めまして今回予算計上させていただ

きました。実はですね、今動いているんですが、林業の木の駅プロジェクトと

いう、ちょっとそういったものがありまして、そういったもので今後間伐材等

の販路の取得に関して、どのような間伐材を持っていって取得していくかとい

うことを、始まったばかりではございますが、チームとしてこの方向性をどの

ように進めていくかというのを立ち上げたばかりでございます。そのようなチ

ームの中でですね、間伐材を取得するに当たりどのように進めていくかという、

その取得したものによってまきストーブの燃料に使うという、まきストーブの

燃料に使うということで、そういったことにプロジェクトチームを進めている

という形でございます。 

 ２つ目なんですが、森林組合の育成支援に関しまして、予算書の105ページ

にありますとおり、水源の森林づくり事業というのと、地域水源林整備事業と

いうの２つございまして、水源の森林づくり事業というのはですね、神奈川県

が指定した水源林整備対象エリアがございます。その中で森林整備を行って、

保全・育成をしていくという事業がございます。もう一つの地域水源林整備事

業に関しましては、県が指定していないエリア、神山地区を主に中心としたエ

リアなんですけども、こちらに関しましての森林整備育成保全事業として森林

組合に委託というかお願いしているところでございます。林業につきましては

以上でございます。 

飯 田 委 員                  東部清掃のほうですはですね、大体生ごみが一番大きいごみの分別したとき 

にね、生ごみが一番量が多いと思うんですよ。近隣市町の取り組み見てみます

と、この生ごみをね、各家庭で減らそうというふうな運動をかなりされてるみ

たいなんですね。ところが松田町の場合にはそのような、余りこういう予算計

上されていませんし、さっきの話なんですけど、リサイクル団体がですね、リ
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サイクルをしてるというふうなことぐらいじゃないかと思うんですけど、よく

生ごみ、近隣市町でやってる生ごみをですね、段ボールコンポストといって段

ボールを使ってですね、全員が全員やるわけじゃないんですけど、希望者には

そういうふうなキットを配ってですね、家庭で少しでも生ごみを減らして減量

してもらうというふうな方策をとってるようなところがあると思うんですけど、

松田町の場合にはそういうふうな計画はないんでしょうか。 

環 境 上 下 水 道 課 課 長 補 佐                  95ページの上のほう、負担金補助及び交付金、原料リサイクル機購入 補助 

金、これにつきましてリサイクルの上限３万円ですけれども、５機分を一応計

上させていただいてございます。今年度につきましては26年度、３機の実績が

ございまして、ございます。あと減らすということですけれども、木材のチッ

プがありましてチップの中にごみを入れて肥料にするというようなことがござ

いますので、そういったことも後々取り組んでいきたいというふうに考えてご

ざいます。 

環境上下水道課長  今委員のおっしゃられた段ボールコンポストでございます。私もちょっと日 

が浅いんでございますが、実は小田原市のほうで無料だったかな、段ボールコ

ンポストの推奨しているようでございます。また大井につきましては、中に入

れる何とかという材料、その分を配っているという情報を得ておりまして、小

田原さんのほうはですね、ドレミファ～ミのあそこら辺で配ってるということ

で、近隣の市町村…市町にお住まいの方が一緒に小田原市の方とたまたま買い

に行ったりすると、小田原市以外の方は有料になっちゃうというような情報も

得ておりまして、実は小田原市が試験的にただでくれるという話だったんで、

私は重たい思いをして小田原市から段ボールコンポストを持ってきまして、ち

ょっとまだやってないんですが、役場のほうでどのくらい効果があるのかとい

うのをちょっと確かめてみたいなというふうに考えておりまして、これからち

ょっと段ボールコンポストというのがどのくらい効果があって耐用ができるも

のなのかというのをちょっとみずから実証してみようかなというふうな考えで

すので、その辺で相当効果があるといった場合にはちょっと段ボールコンポス

トのほうも理事者のほうに要望…じゃないな、御相談させていただきたいなと

は考えております。 
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飯 田 委 員                  はい、わかりました。よろしくお願いします。それとあと森林組合のね、あ 

と林業のほうお聞きしたいと思うんですけど、今松田町の森林組合とその下部

組織みたいな形で各単位森林組合となるんですね。我々は単位森林組合のほう

なんですけど、今、県のほうと水源の森林の協力協約事業ですか、その一環で

県のほうと契約しまして、水源の森林として貸してあるわけなんですね。それ

でもって地代を毎年いただいていると。それが各地域の森林組合の運営費とい

うふうな形になってるんですけど。どうも聞いた話によりますと、今そういう

ふうな契約を県と交わしてるんですけど、早いもので平成29年度ごろ、その契

約が切れるんだけど、その後の延長の契約はもうないような話もちらっと聞く

んですけど、もうそうなりますとですね、我々単位森林組合というのは収入そ

れしかないわけですね。線下補償なんかある森林組合さんはまた別かもしれな

いんですけど。そうしますとですね、これから森林組合はですね、収入がゼロ

で、それで法人ですから、当然年間７万円の税金は市と県に…町と県に納めな

きゃいけないということで、その分が持ち出しになっちゃうと、もう森林組合

維持できなくなっちゃうよというふうな声が既にちょっと出始めてるんですね。

そうした場合に町のほうで考えてる森林組合の育成支援は、もっと長い目で見

てね。例えばこの前ＮＨＫでやってましたけど、岡山県の山の中で鳥取県に近

いようなところでですね、そこで木を切り出して、製材して加工して、それで

いろんな家具とかいろんなものを木製品を作ってですね、それを町の外へネッ

トで売ったり、販売方法はいろいろあるらしいんですけど、そういうことを町

の中でやってると。それでそれは生産から完成まで全部町内でやってるわけで

すよね。そうすると今度は若い芸術家みたいなのがですね、家族連れでそちら

のほうへ、雇用はあるわけですから来て、そこで家庭を持ってですね、子供も

当然いるわけですから、人口もふえて、雇用もあればそういうふうな人口増に

もつながるというふうなことでね、ＮＨＫで取り上げてやってましたけど、松

田町の場合にはそこまでいくのかいかないのかわからないんですけど、長期的

に見てただ整備のための補助金を出す、それが育成支援だというんじゃなくて

ですね、もっとそういうふうに何か具体的なですね、もっと長期的に取り組ん

でもらえるようなお考えというのは今後ですね、毎年、松田町の場合はほとん
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どが森林なんでね、もっと長い目で木材を生かしたような、何か考えていかな

いと、各単位生産森林組合も全部つぶれちゃいます。木材のまた山が荒れちゃ

うというふうな形になりかねないと思うんですね。その辺でもっと長期的に、

森林組合の育成みたいなものをちょっとお考えあったらお願いしたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

参事兼観光経済課長                 その件につきましてなんですけれども、うちのほうといたしましても、町森 

林組合、また地域森林組合に森林の保全、保護、育成を図っていただくことは

非常に期待しているところでございます。ただ、しかしながら、その中での今

回の30万というのも、今、森林…本来の組合の意味というのは自分たちの組合

の中で、持ち山、森林をどのように活用していくか、また整備していくかとい

うことになろうかと思います。町でそこでできる範囲というのは、一助といた

しましては間伐材とか何かを利用すると。一応支援という形で金銭的支援とい

うことでなくて、長期的にその間伐材をどのようにするか、例えば森林組合の

中でその間伐材をベンチに利用していくのか、またまきストーブの一つに利用

するとか、それはまた考えなければいけない。うちのほうとしては今年度の、

わずかではございます30万という金額ですので、そこら辺も利用しながら自主

的な活動としての支援を、うちのほうはしていきたいというふうに考えており

ます。 

飯 田 委 員                  確かに今、地域森林組合ね、県のほうから毎年、地代が入ってくるのでね、 

それに甘んじてるという部分もあると思いますけど、とにかく個人ではなかな

かね、できないような事業なんで、やっぱり町ともいろいろ知恵を貸してもら

いながら話し合っていかないと、なかなかいろんな面で前へ進んでいかない部

分が多いと思うんですね。農家みたいに畑をね、自分で好きなものを植えて、

それを収穫していくというふうなことじゃできないと思いますんでね、その辺

はですね、今後真剣に考えてってもらわないと本当に森林組合は破綻しちゃう

ということになりかねないと思いますので、いい知恵あったらお互いにですね、

出し合って森林整備をね、同じ神奈川県で、県内でね、やっぱり横浜、東京…

横浜・川崎にないものをこちらのほうから供給してあげてるんですから、町の

ほうも今後もですね、そういう部分に関しては契約の更新をね、するように働
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きかけてもらうとか、そういう後押しもね、してもらいたいなと思うんでそれ

がしてもらえればね、一番いいんじゃないかと思うんで、ちょっとそういう話、

耳に挟みましたもんで、確認…確認というか聞いてみたんですけど、それは本

当なんでしょうかね。 

観光経済課係長                  今現在としましてはそういった情報は特に入ってきてはございません。以上 

です。 

委   員   長  ほかに。 

大 舘 委 員                  １点だけ。93ページのですね、有害獣防護柵巡視委託料はかなり減額されて 

います。設置してからですね、経年劣化が激しくてですね、小規模な補修につ

いては巡視したときに直せというような話で、これ巡視をしてますけども、そ

れでも、巡視をしても回りきらないで、被害がふえてることは事実です。とに

かく自然災害で風倒木が…風倒木で壊れたとかいう部分ありますので、その辺

のね、減額された理由についてちょっとお尋ねしたいと思います。 

参事兼観光経済課長                 これにつきましては、高齢化も大分進んでいて、これ以上の負担はかけづら 

いというのは、猟友会にですね、それが１点。その中でのお話し合いが１点と

いうことと、あとはそれなりの修繕もしていただくようにお願いはしておりま

す。それと同時に今、町のほうといたしましては、メーター1,500円で外堀は

ある程度猟友会にやっている中で、内堀をメーター1,500円でも補助金を出し

て、２人以上１反以上のところにつきましても補助を出してる。そういうよう

な形の両施策でやっておりまして、両方完璧にすることはなかなか難しいとい

う中で、もう現実的には中に入ってきてしまっているという状況を踏まえます

と、ある程度外堀よりは内堀を大事にしようという考えの中で今回は、各、町、

猟友会長、松田町猟友会長の中でも松田地区と寄地区の猟友会長にその点は御

了承を得た中で減額をさせていただきました。そのような経緯がございます。 

大 舘 委 員                  まあ、今の話、ちょっと引っかかると思う。町の猟友会、寄地区と松田地区 

があるんですけど、そういう話は聞いたこともない。猟友会との話し合いで合

意したというような話でした。聞いたこともない話ですが、これでですね、町

の姿勢がわかりました。ますます荒廃地、耕作放棄地がふえることは確実です。

それでですね、申しわけないんですけど、その内堀の部分で、２人以上30アー
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ル以上かな、それらについてもですね、規制もあって場所によってはできない

ところもあるわけです。ですからどんどん荒廃地がふえていくことは確実だろ

うと。そういうふうに認識してしてます。それで、これは全国的な問題ですか

ら松田町だけでは解決できない問題だと思いますけども、有害鳥獣の対策につ

いてはですね、県や国も本腰を入れて対策を練ってますので、その辺これから

の対応についてはどのように考えていられるのか、その防護策だけでは当然、

何というのかな、防御できないわけです。ほとんどの人が、本当の家の周りの

ちょこっとしたとこしか栽培できないような状態になってますから、その辺で

町としてはですね、国や県に対してどのような方策をとれるのか、その辺をち

ょっとお伺いいたします。 

参事兼観光経済課長                 まずそこら辺につきましては、まず猟友会の方々の支援というか、今後増加 

をしていただきたいというのは、うちのほうの希望としてございます。それで、

今まで狩猟免許の取得補助金を２分の１という形で補助してまいりました。と

ころが今回から全額補助したいという形で考えております。そこら辺で何人希

望者が出るかわかりませんけれども、そのような形の補助を。将来的に今、特

措法、有害鳥獣特別措置法というのが施行されておりまして、その中で将来、

近々というか、だんだんと高齢化が進んでいると、猟友会の方々もですね。そ

れを見据えた中では、将来的には１市５町が協力体制を組めるような形ででき

ないかなというふうな形で、今検討に入っております。そこら辺ができれば、

ある程度のそこら辺の狩猟に関しての人数的なものができるのかなと。あとは

有害鳥獣の本当に個々のものについては、今まで人が作物の中に動物が入らな

いというよりは、今の状況ですと動物が作物の中…自分の畑の中に入らない、

本当に内堀形式ですよね。それを充実するような形で、今、２人以上１反が使

いづらいという話もございましたけれども、そこら辺につきましても、昨年ま

ではもっと３人以上２反以上ですか、そんな形でやってましたけど、だんだん

緩和の方向であります。町といたしましても２人以上１反という、本年度の規

定は昨年…本年度からそこまで緩和したんですけれども、これにつきましても、

もう少し使いやすい方法がないのかなというふうな形で庁内で検討しておりま

す。それはまた、追々公表できる段階にきましたら、何かの節には公表させて
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いただきたいと。今検討の段階ですので、そこら辺のどのような方法が一番使

いやすいかという方法を模索している状況でございます。 

大 舘 委 員                  答弁としては無難な答弁かとは思いますけれども、実際現場に帰るとですね、 

そんな甘っちょろいものじゃないんで、本当に自分の財産、自分で守るのが原

則ですから、猟師にばかり頼るっていうわけにはいかないでしょうけども、こ

ういう時世でございますので、何かもう少し積極的なね、取り組みをしてほし

いなと感じてますから、きょうあしたにどうしろ、こうしろなんていう結論は

出ないでしょうけども、後ろ向きな政策にならないようにぜひお願いしたいと

思います。 

委   員   長  ほかに。 

            （「なし」の声あり ） 

 よろしいですか。議長のほうからもございませんか。それでは民生費、衛生

費、農林水産業費につきましての審査を終了いたします。 

 暫時休憩いたしますので、昼食をとっていただきたいと思います。なお午後

はですね、１時半から再開をしたいと思います。１時半から再開いたします。 

                             （11時55分） 


